
2026 年度第 1回午前（社会） 解答例と正答率 

※部分点のある問題は、得点率を記載しています。 

【大問１】…大問全体での平均得点率 59.8％ 

あ 北海道  61.7％     い 香川県  63.1％     う 熊本県  65.5％ 

え 庄内   77.4％     お 北西   73.3％     か 阿武隈  13.1％ 

問 1 ア   80.1％     問 2 エ   90.3％      問 3 イ   38.8％ 

問 4 ウ   62.1％ 

問 5 （例）古い道路橋が増えていくが、人口は減っていくので、技術者が足りなくなるから。48.8％ 

 

【大問２】…大問全体での平均得点率 64.3％ 

問１ ア  75.7％      問２ イ  63.1％       問３ ウ  43.7％ 

問４ アジア太平洋戦争がはじまった  39.3％ 

問５ 徳川吉宗  76.2％   問６ 富国強兵  80.6％    問７ 源頼朝   71.8％ 

問８ 大正デモクラシー  65.5％      問９ 解体新書  84.5％ 

問１０ （例）戦争中の人々の暮らしはどのようなものだったのだろうか。  53.5％ 

 

【大問３】…大問全体での平均得点率 71.3％ 

問１ エ  88.4％      問２ あ 司法  82.0％      い 国民審査  35.2％ 

問３ 基本的人権の尊重  87.1％ 

問４ 三審制  80.1％    問５ 18 歳  47.6％      問６ ウ  88.4％ 

 

 

 

【大問１】は地理を中心とする出題でした。空欄補充では、阿武隈高地を問う問題の正答率が低めで

したが、ほかは比較的よくできていました。都道府県の特色や主な地形（河川・山脈など）をきちん

と把握しておくことが高得点のコツです。問 3の旬を問う問題の正答率が低めでしたが、日ごろの生

活の中からも、学習につながる知識を得られるとよいですね。問 5の論述問題は、2つの資料から読み

取れる情報をきちんと答案に反映させることがポイントでした。 

 

【大問２】は歴史を中心とする出題でした。ザビエル来日と同時代のできごとを選ぶ問 3や、1941 年

にアメリカ人宣教師が帰国した理由を考える問 4の正答率が低めでした。1つ 1つの知識を習得する

ことも大切なのですが、全体的にどういう時代であったのか、と大きな視点で時代をとらえる力も大

切です。問 10は「問い」を考えるという問題でした。「なぜ」の視点を大切に学習を重ねてくださ

い。 

 

【大問３】は公民を中心とする出題でした。全体的によくできていましたが、「国民審査」と「国民投

票」の混同が散見されました。１つ１つの用語の意味をしっかりと把握しましょう。裁判員に選ばれ

る可能性があるのは 18歳以上であることを問う問 5の正答率も低めでした。18歳成年と関連づけて

考えるとよいでしょう。 


